
「健康診断後の保健指導」について

％

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?tclass=000001013376&cycle=7&year=20220

健康診断で1つでも所見がある人の割合（有所見率）は、年々増加しています。

複数の有所見項目が重なった場合、脳血管疾患（脳梗塞、脳出血など）や心疾患（心筋梗塞、狭心症など）

など、大きな病気に繋がるリスクが高くなります。
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危険因子（肥満・高血圧・脂質異常・高血

糖）が重なるほど心疾患を発症

する危険が増大！

危険因子の保有数
労働作業関連疾患総合対策研究班の調査より(2001)

【保健指導を受けることによるメリット】

保健指導を受けることによって、

大切な従業員の健康維持・増進につながります！

脳血管疾患や心疾患などの大きな病気を発症すれば、従業員は働くことが難しくなったり、

命に関わったりする場合があります。また、事業者は、生産性の低下や貴重な人材の喪失につながります。
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保健指導（健診結果説明）



保健指導について

保健師による対象者の抽出、受診勧奨、生活習慣改善のアドバイスを行います。

従業員様の健康維持・増進のために、ぜひ保健指導をご利用下さい。

ステップ１

【サービスの流れ】

➀対象者選定
健康診断の結果から、指導の対象者を選定いたします。

ご要望の基準に合わせて行うことができます。

②日程決定
職場や地域のご要望に合わせて日時を決定致します。

オンラインで保健指導を実施することも可能です。

タブレットの貸し出しも可能です。

③保健指導実施

保健指導は、対面、オンライン、電話での実施が可能です。

事業所様のご希望に沿って行います。

④報告書送付

指導実施報告書を作成し、ご報告致します。

報告書の書式は、当研究所仕様があります。

職場や地域独自の書式がございましたら、

渉外担当者にご相談下さい。

※詳細の面談内容は個人情報保護のためお伝え出来ません。

（緊急の場合を除く）

対面 オンライン 電話

保健指導

＜お問合せ先＞
公益財団法人 福岡労働衛生研究所
〒815-0081 福岡県福岡市南区那の川1-11-27 （担当：健康増進部 見城・河野・児玉）

電 話：092-526-1059（直通） ＦＡＸ：092-526-8473
メール：rek-soudan@rek.or.jp


